
1 ひので議会だより     号159

日の出町町営住宅管理条例　他 １０議案を審議
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第２回臨時会「学校にエアコン設置」
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※　写真は、負傷者を搬送（上部左）し、心肺蘇生（中央・右）を行っているところ。
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平成23年第 2回定例会

一 般 質 問

平成 23 年 8 月 15 日 No.

６月 19 日（日）に町民グランド
で開催された、第 23 回日の出町
消防団操法審査会において日の出
町女性消防隊による負傷者の救命
模範演技が行われました。
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初
日

【
専
決
処
分
す
べ
て
が
承
認
】

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
町
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
、
平
成
22
年
度
の
一
般
・
特
別
会
計
の
補
正
予
算
。

【
条
例
制
定
及
び
補
正
予
算
が
可
決
】

町
営
住
宅
管
理
条
例
の
制
定
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

【
指
定
管
理
者
の
指
定
が
可
決
】

塩
田
農
産
物
普
及
セ
ン
タ
ー
（
塩
田
の
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
）
の
管
理
を
日
の
出
サ
ー
ビ
ス
総

合
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社
に
指
定
。

最
終
日

【
人
事
案
件
が
同
意
】

代
表
監
査
委
員
に
古
山
喜
一
郎
氏
を
選
任
。

【
陳
情
が
採
択
】

地
方
消
費
者
行
政
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
地
方
消
費
者
行
政
に
対
す
る
国
に
よ
る
実
効
的

支
援
を
求
め
る
意
見
書
を
政
府
等
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
。

【
議
員
提
出
議
案
が
可
決
】

採
択
し
た
陳
情
に
つ
い
て
の
意
見
書
を
政
府
等
に
提
出
。

６月2日から16日までの15日間の会期で開催された。
初日は、専決処分の承認・条例制定・補正予算・指定

管理者の指定などの１０議案が審議された。
２日目・３日目には８人の議員による町政全般に関す

る２０項目の一般質問が行なわれ、最終日には人事案件
１件、陳情１件及び議員提出議案１件が審議された。

定例会定例会第2 回

平成23年

審  

議  

内  

容

番号 議　　案　　名 新 公 町 ク 共 結　果

議案第２２号～第２８号は「専決処分の承認を求めることについて」

22 日の出町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

23 日の出町町税賦課徴収条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

24 平成２２年度日の出町一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

25 平成２２年度日の出町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

26 平成２２年度日の出町老人保健特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ◯ ○ × 承 認

27 平成２２年度日の出町介護保険特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

28 平成２２年度日の出町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

29 日の出町町営住宅管理条例 ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

30 平成２３年度日の出町一般会計補正予算（第１号） ○ ○ × ○ × 可 決

31 ひので塩田農産物普及センターの指定管理者の指定について ○ ○ × ○ × 可 決

32 日の出町監査委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ 同 意

○…賛成　×…反対＜町長提出議案＞

審 議 さ れ た 議 案

 会　派　名 上記の表の略号 所　属　議　員

新 政 会 新 ★加藤光德・東　　亨・神田芳男・清水秀明・小澤光雄
　須﨑安通・濱田敏郎・平野隆史・濵中映慈 9 人

町 民 党 町 ★田村みさ子・青鹿和男 2 人

公 明 党 公 ★大澤言枝・嘉倉　治 2 人

ク ラ ブ 21 ク ★星野　茂・神田　葊 2 人

日 本 共 産 党 共 ★折田眞知子 1 人

★印…会派代表者＜各会派の名称と所属議員＞（平成 22 年　月　日現在）

番号 議　　案　　名 新 公 町 ク 共 結　果

1
地方消費者行政に対する国の実効的支援を求める意見書 

〔衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・財務大臣・総務大臣・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消費者担当大臣　宛〕

○ ○ ○ ○ ○ 可 決

＜議員提出議案＞

番　　号 陳　　情　　名 陳　情　者 審議結果

23 陳情第 1 号
地方消費者行政を充実させるため、地方消費者行政に対する国によ
る実効的支援を求める意見書を政府等に提出することを求める陳情 
　　　　　　　　　　　　　　　　【都市建設常任委員会へ付託】

東京弁護士会 
会長　竹之内　　明 
　　　　　　外２名

採 択

＜陳情＞

※　意見書を次のページに全文掲載。

※　23 陳情第１号は、意見書提出を求めていることから、本会議で意見書の提出が可決された。

人　事

代表監査委員に就任

古 山　 喜 一 郎 氏 は、 横 倉　 登　
代 表 監 査 委 員 の 辞 任 に 伴 い 選 任
されました。

任　期
平成２３年６月１６日から
平成２７年６月１５日まで

番号 議　　案　　名 賛　否 審議結果

33 東本宿町営住宅第Ⅱ期建設工事（共同住宅）請負契約の締結について
賛　　成

（全会一致）
可 決

34 日の出町立小学校（３校）教室空調機設置工事請負契約の締結について
賛　　成

（全会一致）
可 決

平成 23 年 7 月11日（月）に第 2 回臨時会が開催されました。結果は次のとおりです。

※　上記の議案第 33 号及び 34 号は、契約金額または、設計金額が 5 千万円以上となるものについては、議会の議決が必
要なために提出されたものです。

※　参考　　議案第 34 号により小学校（3 校）にエアコンを設置することになり、中学校（2 校）についてもエアコンを
設置する工事請負契約が締結されていますが、５千万円未満の契約のため議決の対象ではありません。

第 2回臨時会の結果
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　現在、国による地方消費者行政の充実策が検討されているが、他方で地域主権改革の議論が進む中で、
地方消費者行政に対する国の役割・責任が不明確となることが懸念される。 
　もとより地方自治体が独自の工夫・努力によって消費者行政を充実させることは当然であるが、これ
まで消費者行政を推進する中央官庁が存在しなかったこともあり、消費者行政に対する地方自治体の意
識や体制はあまりにも格差がある。加えて、地方自治体が担っている消費者行政の業務の中には、相談
情報を国に集約するパイオ・ネットシステムへの入力作業や、違法業者に対する行政処分等、国全体の
利益のために行っているものも少なからず存在する。現在、国からの支援として、地方消費者行政活性
化交付金、住民生活に光を注ぐ交付金が存在するが、いずれも期間限定の支援に留まっており、相談員
や正規職員の増員による人的体制強化等継続的な経費への活用には自ずと限界がある。 
　したがって、国は地方消費者行政充実のために継続的かつ実効的な財政支援を行うべきである。 
　あわせて、国は、小規模な市町村がよりスムーズに消費者行政の強化を行うことができるよう、都道
府県と市町村とが広域的に連携する取り組み例を推進するなど、地方自治体にとって取り組みやすい制
度設計を具体的に示すべきである。 
　さらに、消費生活相談窓口を現場で担っている消費生活相談員の地位・待遇も、期限付きの非常勤職
員の扱いが大半でありその地位の安定と専門性の向上を図ることが困難な状況にある。その待遇も、消
費生活相談業務の専門性に見合ったものとは言い難い現状にある。住民が安心して相談できる消費生活
相談窓口を実現するためには、消費生活相談員の専門性の向上とともに、その地位の安定、待遇の改善
に向けた制度の整備も重要である。 
よって、日の出町議会は、国会及び政府に対し、地方消費者行政の支援について次の事項を要請する。

記

地方消費者行政に対する国の実効的支援を求める意見書

意　見　書　議員提出議案第 1 号

[ 実効的な財政措置 ] 
　国は、地方自治体の消費者行政の充実に確実につながるよう、地方消費者行政活性化基金等の延
長も視野に入れつつ、一定の幅を持たせながらも使途を消費者行政と明示した継続的かつ実効的な
財政支援を行うこと。 
 
[ 地方自治体にとって利用しやすい制度枠組みの提示 ] 
　すべての地方自治体が身近で専門性の高い消費生活相談窓口を消費者に提供するという観点か
ら、国は、あるべき相談窓口の姿について一定の目安を提示するとともに、これを単独で実現する
ことが困難な小規模自治体も多数存在することから、都道府県と市町村とが広域的に連携して相談
窓口を設置する方策など、地方自治体にとって利用しやすい制度枠組みを提示すること。 
 
[ 消費生活相談員の地位・待遇の向上を可能とすることができる任用制度の創設 ] 
　消費者が安心して相談できる消費生活相談窓口の充実・強化を図るため、相談を担う専門家であ
る消費生活相談員を含め、常勤はもちろん非常勤の立場であっても、専門性に見合った待遇のもと
で安定して勤務できる専門職任用制度の整備を行うこと。 

以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。

 平成２３年６月１６日

東京都西多摩郡日の出町議会

衆 議 院 議 長 
参 議 院 議 長 
内 閣 総 理 大 臣 
財 　 務 　 大 　 臣 
総 務 大 臣 
消 費 者 担 当 大 臣

様

1

2

3

連携を密にして改善を図る

民生・児童委員について
神
かん

田
だ

 芳
よし

男
お

答

8人の議員

質　

民
生
・
児
童
委
員
の

町
の
行
政
の
中
で
の
位
置

づ
け
に
つ
い
て
。

町
長　

町
や
都
の
児
童
相

談
者
等
と
協
議
し
な
が
ら

進
め
る
な
ど
行
政
と
密
接

不
可
分
の
関
係
に
あ
り
、

今
後
と
も
連
携
を
密
に
し

て
充
実
、
発
展
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

質　

民
生
・
児
童
委
員
の

活
動
範
囲
に
つ
い
て
。

町
長　

町
民
の
生
活
相
談

や
高
齢
者
、
更
に
は
児
童

や
妊
産
婦
の
保
護
・
援
助

や
指
導
な
ど
密
接
に
係
わ

る
仕
事
を
し
て
い
る
。
今

後
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
す
る
。

質　

民
生
・
児
童
委
員
へ

の
町
の
処
遇
状
況
に
つ
い

て
。

町
長　

近
隣
の
市
町
村
を

参
考
に
し
、
次
の
９
月
議

会
で
補
正
予
算
を
計
上
、

条
例
の
改
正
を
し
て
そ
の

改
善
を
図
っ
て
い
く
。

産業まつりで活動する民生・児童委員
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他
の
質
問

・
こ
れ
か
ら
の
町
の
人
口
動

態
に
つ
い
て

危機管理に致命的欠陥

福島原発と放射能汚染に対する
町長の見解は 田

た

村
むら

 み
み

さ
さ

子
こ

答

答

答

町
の
防
災
計
画
に
つ
い
て

脳
ド
ッ
ク
検
診
に
町
独
自
の
助
成
を

星ほ
し

野の

　
茂し

げ
る

嘉か

倉く
ら

　
治お

さ
む

都
の
計
画
改
定
に
合
わ
せ
見

直
し
を
検
討

前
向
き
に
検
討

質　

東
日
本
大
震
災
を
教

訓
と
し
て
見
直
す
べ
き
で

は
。

課
長　

電
力
不
足
や
電
話

等
の
通
信
機
能
の
低
下
へ

の
対
策
と
、
速
や
か
な
町

民
へ
の
周
知
方
法
の
検
討

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

質　

こ
れ
か
ら
の
防
災
に

つ
い
て
、
広
域
的
連
携
の

あ
り
方
は
。

課
長　

多
摩
地
域
の
市
町

村
と
西
多
摩
８
市
町
村
の

消
防
団
は
相
互
応
援
協
定

を
結
ん
で
い
る
。今
後
、国
、

都
道
府
県
、市
町
村
が
各
々

の
役
割
に
沿
っ
た
救
援
体

制
の
仕
組
み
づ
く
り
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

質　

東
京
都
か
ら
の
、
新

た
な
防
災
に
関
し
て
の
指

導
は
。

課
長　

現
時
点
で
の
都
か

ら
の
新
た
な
指
導
は
な
い

が
、
都
も
今
後
、
防
災
計

画
を
見
直
す
方
針
と
伺
っ

て
い
る
。
町
の
防
災
計
画

は
、
都
の
計
画
を
準
用
し

て
町
の
実
情
に
合
せ
て
作

成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
、
都
の
計
画
改
定
等

に
あ
わ
せ
て
計
画
の
見
直

し
を
検
討
し
て
い
く
。

他
の
質
問

・
町
内
の
災
害
対
策

・
節
電
対
策

質　

原
発
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
に
つ
い
て
町
長
の
見

解
は
。

副
町
長　

根
本
的
な
危
機

管
理
の
上
に
た
っ
て
、
万

全
な
対
策
を
講
じ
、
原
子

力
発
電
を
維
持
し
た
上
で

そ
の
負
担
軽
減
の
た
め
に

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
拡
大
を
推
進
す
べ
き

と
考
え
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
継
続
的
か
つ
安
定
的
供

給
は
不
可
欠
で
あ
り
、
ど

の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

選
択
し
組
み
合
わ
せ
て
い

く
か
が
問
題
で
あ
る
。

質　

子
ど
も
や
妊
婦
へ
の

放
射
能
の
影
響
を
最
小
限

に
す
る
対
策
が
必
要
で
あ

る
。
福
島
県
内
の
学
校
の

校
庭
使
用
基
準
３
．
８
μ

シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
に
対
す

る
教
育
長
の
見
解
は
。

課
長　

放
射
線
量
に
つ
い

て
は
、
都
や
保
健
所
か
ら

の
情
報
を
得
て
適
切
な
対

応
を
し
て
い
く
。

質　

農
産
物
や
水
産
物
へ

の
放
射
能
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
。
学
校
給
食
の
食

材
の
産
地
は
明
ら
か
に
し

て
ほ
し
い
。

課
長　

野
菜
や
肉
、
魚
、

米
な
ど
の
産
地
は
分
か
っ

て
い
る
が
、
完
全
実
施
は

難
し
い
。

質　

放
射
線
量
測
定
器
を

購
入
し
て
独
自
調
査
を
。

副
町
長　

都
か
ら
の
貸
与

測
定
器
で
行
う
予
定
。 町民グランドで放射線量測定

質　

国
民
病
、
三
大
疾
病

の
ひ
と
つ
が
脳
疾
患
で
あ

る
。　

予
防
対
策
と
し
て

「
脳
ド
ッ
ク
検
診
」
に
町

独
自
の
公
費
助
成
を
講
じ

る
べ
き
で
は
。

課
長　

町
で
は
生
活
習
慣

病
予
防
の
た
め
各
種
健
康

推
進
事
業
や
検
診
を
行
い

住
民
の
健
康
保
持
に
努
め

て
い
る
。「
脳
ド
ッ
ク
検

診
」
は
国
や
都
の
動
向
を

踏
ま
え
、
今
後
の
検
討
課

題
と
し
た
い
。

質　

難
病
患
者
さ
ん
へ
町

独
自
の
助
成
の
増
額
を
図

る
べ
き
で
は
。

課
長　

特
殊
疾
病
、
難
病

患
者
に
関
す
る
法
制
度
や

国
や
都
の
動
向
を
踏
ま
え

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た

い
。

質　

国
や
都
の
動
向
を
み

て
で
は
な
く
、
町
と
し
て

ど
う
す
る
か
で
あ
る
。
町

民
の
福
祉
向
上
、
健
康
増

進
の
た
め
「
脳
ド
ッ
ク
検

診
」
の
公
費
助
成
は
行
う

べ
き
と
考
え
る
が
。

町
長　

前
向
き
に
進
め
た

い
。

質　

特
殊
疾
病
、
難
病
患

者
の
皆
様
の
よ
う
な
生
活

弱
者
、
社
会
弱
者
に
光
を

充
て
て
い
く
の
が
福
祉
の

あ
り
方
で
は
な
い
の
か
。

副
町
長　

全
体
を
見
直
し

て
い
く
中
で
、
前
向
き
に

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

他
の
質
問

・
御
殿
橋
架
替
工
事
と
こ
ど

も
大
久
野
公
園
に
つ
い
て

・
ロ
ケ
誘
致
に
つ
い
て

質　

被
災
地
の
災
害
支
援

に
つ
い
て
。

町
長　

救
援
物
資
は
宮
城

県
山
元
町
に
届
け
、
町
民

の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た

義
援
金
は
東
京
都
の
義
援

金
に
預
託
を
し
、
団
体
等

と
職
員
の
義
援
金
は
山
元

町
へ
の
送
金
と
救
援
物
資

の
購
入
費
に
充
て
た
。
ま

た
、
岩
手
県
大
槌
町
へ
６

回
、
10
人
の
一
般
職
員
を

派
遣
し
、
窓
口
業
務
等
の

支
援
を
行
っ
た
。

質　

被
災
地
の
現
状
は
。

町
長　

テ
レ
ビ
等
で
見
る

よ
り
目
の
当
た
り
に
す
る

と
想
像
以
上
の
惨
状
で
あ

り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
復

旧
し
て
お
ら
ず
復
興
へ
の

道
の
り
は
、
ま
だ
ま
だ
遠

い
も
の
が
あ
る
と
職
員
か

ら
報
告
を
受
け
て
い
る
。

質　

日
の
出
町
の
今
後
の

災
害
対
策
は
。

町
長　

現
在
の
地
域
防
災

計
画
を
基
本
と
し
、
よ
り

広
域
的
な
相
互
応
援
体
制

の
確
立
を
検
討
す
る
。

質　

庁
舎
内
の
防
災
力
強

化
を
願
う
。
職
員
の
け
が

は
対
応
の
遅
れ
に
な
る
。

ま
た
、
自
家
発
電
の
強
化

も
願
う
。

町
長　

職
員
に
は
整
理
整

頓
を
促
し
、
自
家
発
電
の

供
給
能
力
の
強
化
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
早
く
予

算
要
望
し
て
改
善
を
図
り

た
い
。

他
の
質
問

・
町
づ
く
り
と
将
来
展
望
に

つ
い
て

山元町（被害状況と職員による日の出町から

の支援物資搬入）

相互応援体制の確立を検討

復興支援と町の災害対策は
濵
はま

中
なか

 映
てる

慈
よし

答
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検討委員会を設置し具体化する

新たな公民館の建設へ地域と学校合意の避難所機能を
大
おお

澤
さわ

 言
こと

枝
え

答

他
の
質
問

・
不
動
産
競
売
「
や
す
ら
ぎ

の
里
日
の
出
」
に
つ
い
て

・
日
の
出
町
公
民
館
の
管
理

に
つ
い
て

機能や設備は整備していない
今後検討する

青
あお

鹿
しか

 和
かず

男
お

答

他
の
質
問

・
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

・
大
腸
ガ
ン
検
診
に
つ
い
て

質　

公
民
館
は
生
涯
学
習

の
場
・
各
種
団
体
の
催
し

の
場
所
と
し
て
、
多
く
の

町
民
が
利
用
し
て
い
た
。

代
替
施
設
の
検
討
は
。

町
長　

公
民
館
は
昭
和
27

年
に
建
設
し
、
60
年
が
経

過
し
て
い
る
。
施
設
の
老

朽
化
が
進
み
、
大
地
震
が

発
生
し
た
場
合
危
険
で
あ

り
、
安
全
確
保
を
最
優
先

す
る
た
め
５
月
１
日
を

も
っ
て
使
用
中
止
と
し
た
。

代
替
え
は
回
覧
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
知
ら
せ
た
が
、

グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
、
平
井
・

大
久
野
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
団
地
多
目
的
施
設
、

第
６
自
治
会
館
な
ど
を
利

用
し
て
ほ
し
い
。

質　

代
替
施
設
の
利
用
料

は
無
償
に
す
べ
き
だ
が
。

ま
た
、
公
民
館
を
何
と
か

残
せ
な
い
の
か
。

課
長　

今
ま
で
、
使
っ
て

い
る
方
々
は
使
用
料
を

払
っ
て
い
る
の
で
、
無
料

に
は
で
き
な
い
。

　

公
民
館
は
解
体
す
る
こ

と
で
検
討
中
。

質　

公
民
館
を
町
内
の
平

場
に
建
設
を
。

町
長　

野
外
ス
ポ
ー
ツ
施

設
建
設
に
先
駆
け
て
、
ま

ず
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
を

整
備
す
る
方
針
に
切
り
替

え
る
。
町
民
の
代
表
や
学

識
経
験
者
で
検
討
委
員
会

を
設
置
し
具
体
化
す
る
。

老朽化した日の出町公民館

答 原
発
に
依
存
し
な
い
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を

折お
り

田た

眞ま

知ち

子こ

住
宅
用
太
陽
光
発
電
に

１
kw
当
た
り
５
万
円
の
助
成

質　

太
陽
光
・
太
陽
熱
・

バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
進
め

る
住
民
に
助
成
制
度
を
求

め
る
。

課
長　

昨
年
に
引
続
き
個

人
住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
す
る
場
合

は
１
kw
当
り
５
万
円
の
助

成
を
実
施
す
る
。

　

都
に
お
い
て
は
、
東
日

本
大
震
災
に
関
す
る
緊
急

対
策
と
し
て
、
太
陽
光
・

太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
助
成
を
復
活
し
、

家
庭
用
蓄
電
池
等
の
補
助

制
度
を
設
け
る
と
聞
い
て

い
る
。
町
と
し
て
、
国
や

都
の
動
向
を
見
な
が
ら
検

討
す
る
。

質　

全
て
の
公
共
施
設
に

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
の

設
置
を
求
め
る
。

参
事　

電
力
不
足
の
解
消

も
考
慮
し
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
公
共
施
設
へ
の
設

置
を
検
討
し
て
い
く
が
、

限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的

に
使
う
た
め
、
国
・
都
の

補
助
制
度
を
踏
ま
え
推
進

す
る
。

質　

河
川
水
を
活
用
し
た

小
水
力
発
電
施
設
の
設
置

を
求
め
る
。

課
長　

町
で
は
過
去
に
都

か
ら
非
公
式
な
打
診
を
受

け
検
討
を
行
っ
た
経
過
が

あ
る
。
水
量
等
の
関
係
で

断
念
を
し
た
。
引
続
き
幅

広
く
検
討
す
る
。

他
の
質
問

・
放
射
能
汚
染
へ
の
対
策
を

求
め
る

・
公
民
館
使
用
中
止
に
つ
い

て

質　

学
校
の
避
難
所
機
能

を
満
足
さ
せ
る
こ
と
、
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
避

難
所
と
し
、
生
活
の
場
の

機
能
を
充
実
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
が
。

課
長　

地
域
防
災
計
画
で

小
・
中
学
校
を
避
難
所
と

し
て
指
定
し
て
い
る
が
、

避
難
所
機
能
を
満
足
さ
せ

る
機
能
・
設
備
は
整
備
さ

れ
て
い
な
い
。
今
後
、
検

討
す
る
。

質　

災
害
時
の
避
難
所
に

お
け
る
学
校
関
係
者
の
役

割
分
担
も
文
書
化
し
て
お

く
こ
と
も
大
切
と
考
え
る

が
。

課
長　

町
は
、
災
害
時
に

は
地
域
防
災
計
画
に
も
と

づ
い
て
設
置
さ
れ
た
災
害

対
策
本
部
の
組
織
、
事
務

文
書
に
定
め
ら
れ
た
対
応

を
行
う
。
避
難
所
に
お
け

る
学
校
関
係
者
の
役
割
分

担
の
文
書
化
は
考
え
て
い

な
い
。
東
京
都
・
教
育
庁

等
に
動
き
が
あ
れ
ば
、
連

携
し
て
検
討
す
る
。

質　

防
災
機
能
の
向
上
の

た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
教
育
委
員
会
は
、
学

校
関
係
者
や
防
災
会
な
ど

と
話
合
う
場
の
設
定
を
し

て
き
た
か
。

参
事　

話
合
い
は
し
た
こ

と
は
な
い
。

平井中　　　学校体育館
（各小・中学校の体育館は避難所に指定）

日の出町町民グランドにおいて、東京都が測定（６月２０日）

平成 22 年 5 月 15 日発行の議会だより（154 号）の 14 ページ上段で、青鹿和男議員（一般質問要旨）のところで、
顔写下の表題部「質・答」において２箇所の訂正がありましたので、下記のとおり訂正してお詫びいたします。申し
訳ございませんでした。

①　正：「高齢者の生活を支える地域ケア体制の整備を」　誤：「予算編成過程での情報公開と町民参加の推進」
②　正：「介護保険施設、医療機関が整備されている」　　誤：「町民の声を聞き政策決定、予算編成している」

訂正とお詫び

様々なタイプの太陽光発電パネル

大久野小学校体育館

放射線量測定
　６月２０日（月）午前１０時３０分から町民グランドにおいて、東京都による放射線量の測定が行われました。調査は、
都内全域を４ｋｍメッシュに区分し、各１カ所で空間放射線量を測定。 
　結果は、地上５㎝・１ｍとも０．０５マイクロシーベルト／時でした。また現在、町が購入した測定器により、各小中学
校の校庭で放射線量の測定を行い、結果を町のホームページに掲載しています。（東京都の測定方法と同様に地上５㎝と１
ｍ地点の空間放射線量を測定）
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青鹿　和男　　濱田　敏郎　　平野　隆史
大澤　言枝　　須﨑　安通　　神田　　廣
　　　　　　　 （委員長）

議会事務局

三
陸
沖
を
震
源
地
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
．
０
の
激
震
が
東
日
本
を
襲
い
、
ま
た
、
大

津
波
が
太
平
洋
側
の
海
岸
に
打
ち
寄
せ
、
人
を
町
を
原
子
力
発
電
所
も
す
べ
て
を
飲
み
込
ん
だ
。

安
全
だ
っ
た
は
ず
の
原
発
、放
射
能
の「
見
え
な
い
敵
」と
の
戦
い
、周
辺
住
民
の
方
々
は
避
難
所
、

仮
設
住
宅
等
で
不
自
由
で
不
安
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
早
く
終
息
し
、
被
災
さ
れ
た

皆
様
が
一
日
も
早
く
快
適
で
、
安
全
・
安
心
な
生
活
が
出
来
る
よ
う
、
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
も
私
た
ち
委
員
で
の
編
集
は
今
回
で
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
皆
様
の

ご
指
導
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

	

編
集
委
員　

濱　

田　

敏　

郎

再生紙を使用しています。

秋川流域市町村議会議員
「普通救命講習会」

　７月２０日、日の出町役場において、秋川流
域市町村議会正副議長会主催による各市町村（あ
きる野市・日の出町・檜原村）議会の２０人の
議員が普通救命講習を受講しました。普通救命講習を受講中の議員

今期の議会だより編集委員	

皆様のご指導・ご意見ありがとうございました。


